〔原稿〕

ページ１）

では、町内会サイトの実態と課題、人を動かし持続的に運営可能なWebサイトの実現を目指して、というテーマで発表させていただきます。

ページ２）

まず、研究の動機と目的についてですが、

ページ３）

私は以前から、インターネットというものを情報収集のためだけの無味乾燥なツールではなく、人を動かすツールとして捉えるべきだと思っています。

現在Web上には“コミュニティサイト”と呼ばれるものが氾濫していますが、その中でも「地域に密着したサイト」が、実際の地域社会にどの程度インパクトを与えられるのか、検証してみたいと思いました。

今回は、地域サイトの中でも最も地域密着型だと言える「町内会サイト」を取り上げ、その運営実態と課題を整理し、問題の解決策を検討します。

ページ４）

町内会サイトは無数に存在し、全てを網羅的に調べることはできません。そこで、次のような方法で具体的な研究対象を選定しました。

はじめに、サーチエンジンを用いて、町内会サイトを見つけます。

次に、それらのサイトにある「リンク」から、別の町内会サイトを見つけ、またそこにあるリンクを探る、ということの繰り返しによって、合計128件のサイトを発見し、それを研究対象としました。

サイトの観察だけでは分かりにくい事柄に関しては、アンケート調査 を実施しました。次からは、それらのデータをもとに…

ページ５）

目的・利用実態・運営・まとめという順番で議論を進めていきます。

まず、町内会サイトの目的について述べます。

ページ６）

複数回答の多くの項目が高い選択率となっており、町内会サイトが多目的サイトであることが分かります。

町内会の既存業務をサポートするタイプの項目、特に「町内会の履歴記録」と「関心喚起」は高い選択率となりました。

これに、「街への愛着・住民連帯感の喚起」、「住民の利便向上」を加えた3項目は、町内会サイトの三大目的だと言えるでしょう。

町内会サイトは、実用的な情報提供だけでなく、情緒的・心理的な効果も狙っているということは、一つの重要なポイントです。

　また、選択率は高くないものの、「地域外への情報発信」という目的は、町内会の新しい方向性として注目されます。

ページ７）

では、それらの目的を達成するために、なぜインターネットという手段が用いられるのでしょう。

画面に挙げた6つの特性が注目されているようですが、特に24時間情報が見られるという点が重要なようです。

インターネットは、主に独身の人や家庭のお父さん、働き盛りで昼間地域におらず、回覧などを目にする機会の少ない人々に対して、　町内会活動を知らせ、関心を喚起できるツールとして期待がもたれています。

また、この新しいメディアならば、町内会に無関心な若者の興味を引けるのではないか、という淡い期待があることも事実です。

ページ８）

次に、町内会サイトの利用実態について見てみます。

ページ９）

評価指標としては、町内会に所属する世帯あたりの月間アクセス数を採用します。

この値が0.6未満のサイトは約半分存在します。これは、全国のインターネット世帯普及率が約6割であることに基づくと、町内会に所属していてネットが利用可能な世帯から、平均月1回のアクセスさえも得られていないことを意味します。

せっかく手間をかけて 作ったのに、ほとんど利用されていないサイトが、かなりの数存在するのです。

ページ１０）

では、アクセス数に影響を与える要因を考えてみます。

サイト内容の差としては、商店・行政の情報を掲載しており、更新頻度の高いところほどアクセスが多い傾向が見られます。

また地域外のユーザに対するPR活動に積極的なサイトは、やはりアクセスが多くなっています。これらのサイトの管理者は、新しい人的ネットワークを形成したいと考えるケースが多く、その結果なのか、掲示板の設置率が高くなっています。

地域の情報化率の差とアクセス数との関係は、目に見える差としては表れませんでした。しかし4割の管理者が、地域の情報化の遅れを「問題点」として挙げており、町内会サイト普及の障害になっていることが分かります。これを克服するため、パソコン教室などの取り組みを実施している町内会も2割以上存在します。

ページ１１）

少し視点を変えて、町内会サイトにアクセスするのはどのような人々なのか、ということを簡単に見てみます。

町内会サイトの一つ、駿河台自治会のサイト上で行われたアンケート調査によると、30代・40代が4割以上を占める結果となっています。少なくともこのサイトは、働き盛りの世代の興味をひきつけることに成功していると言えます。

ページ１２）

ここからは、町内会サイトの運営について考えてゆきます。

ページ１３）

まず、運営主体について説明します。

約6割のサイトが個人によって、約4割のサイトがグループによって運営されています。後者は、ホームページ委員会・町内会広報部などの組織で、その人数は2名から21名までさまざまです。

ページ１４）

運営主体の中で、ページ作成・デザイン・掲示板の監視など、実際の管理作業を行う人、つまり管理者の数は1名だけのケースが6割を占め、2名が3割、3名以上のケースはまれであることが分かりました。

大規模な運営グループの場合でもこの傾向は変わらず、残りのメンバーは情報収集活動などに EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かか),関)わっているものと考えられます。

ページ１５）

さて、管理作業を負担に感じるかどうか尋ねたところ、回答はほぼ二分されました。

負担であると答えた サイト の特徴を見てみると、

地域外からの利用も考慮に入れている、住民手作りへのこだわりが強いということなどのほかに、

グループ運営、管理者2人のケースが多い、という一見矛盾するような傾向がありました。

そして最も顕著なのは、管理者自身が情報収集作業の負担を感じている場合が多い、という傾向です。

運営グループEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ない),内)の作業分担が上手くいっておらず、管理者の負担が増大しているという実態が見えてきます。

ページ１６）

運営におけるもう一つの負担、費用の問題について見てみます。

町内会から予算が出ていないサイトは全体の半分で、この場合の費用平均は月2200円でした。

予算が出ているサイトでは、費用平均は月5200円、予算つまり補助金の額は、平均4700円でした。

管理者が自腹を切っているケースが全体の45％に上り、広告収入を得ているサイトは1件もありませんでした。

ページ１７）

では、まとめに入ります。

ページ１８）

町内会サイトの性格は、「個人サイト」－「公式サイト」という軸、また、単なる「Web上の回覧板」と、「地域ポータルサイト」という軸、この2軸で表現することができます。

どのような位置づけのサイトが良いと一概に言うことはできませんが、管理者がしっかりとした方向性をもって運営することが大事だと思われます。

ページ１９）

ここまで述べてきた町内会サイトの課題を整理すると、まずアクセスが少ないこと。そして管理者の多くが、管理・情報収集作業、および費用の負担を強いられていることが挙げられます。

これらの課題に対する包括的な解決の方針は、管理者の負担を増やすことなく情報収集量を増やし、サイトの魅力を高めることです。

ページ２０）

そのためにはまず、運営グループ内で管理者／取材担当の分業を進めること。自治体や消防・警察が、電子データの形で情報を送付すること。地域住民によるコンテンツの提供、あるいはパソコン教室におけるコンテンツ制作。そして小中学校の生徒が授業の一環として地域情報を収集したり、一部技術的な範囲に踏み込んで制作を担当するなど、地域ぐるみの取り組みができれば、サイトも充実するでしょうし、地域の情報化にも寄与し、さまざまな人々が町内会サイトを媒介にしてふれ合う機会も生まれます。

ページ２１）

町内会サイトのコンテンツが、本当に人を動かせるのかどうか、それはこの研究ではまだ未知数としか言えません。しかし、町内会サイトというものを、地域の人々が「一緒になって作ること」、この行為自体が「人を動かし」、また「持続的な運営」にもつながるものだと考えます。

以上です。
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